
 フォルムの意識は「静」、黒の使い方や絵肌では「動」の表現を、

ひとつの画面構成の中に描こうと、模索を繰り返していました。これ

らの研究は、後の“光と影の表現”へと繋がっていきます。本展では

「動」の緩急に注目した抽象画作品もご紹介しています。 

 1950年代後半、日本の画壇

においてアンフォルメル(不定形

なるもの)・抽象ブームが起こり、

様々な形で日本人画家らに 

影響を与えました。 

 そのなかで宮永は“フォルム”

への追求と、フランスの画家 

ジョルジュ・ブラック作品の 

鑑賞により、黒の使い方につい

ての研究をしていたそうです。 

 1962(昭和37)年に制作され

た「リズム」は裸婦を主題とし、

色とフォルムは簡潔であり 

ながらもその背景部分などは

ペインティング・ナイフによる

大胆な画法をとっています。 

美空ひばり大全集1 

『青空に歌声高く』 

レコードジャケット1967 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は雪をテーマに墨の濃淡を生かした個性あふれる作品に

仕上がるようにがんばってみました。 

常設展示室 市民ギャラリーのご案内

常設展示室 

入場無料 

宮永岳彦記念美術館だより 

9 月 6 日(火)～9 月 11 日(日) 
10:00～17:00  初日 13:00 から 最終日 16:00 まで 

デジフォト秦野 第５回写真展 

発行/ 秦野市立 宮永岳彦記念美術館  〒257-0001 神奈川県秦野市鶴巻北 3-1-2 

TEL / FAX 0463-78-9100   http://www.city.hadano.kanagawa.jp/s-gakushu/miyanaga.html    

※9月 1日(木)より 2017年 3月分までの予約を受け付けています。 

高橋光久写真展 金時山からの絶景 

 
 

  展示作品より今月の一点  
 

 

展示作品より今月の一点 

 

《リズム》  

油彩画 1962 年 30P 

 

観覧料 ・一般 300 円 （弘法の里湯利用者は 100 円割引） 

    ・高校生以下、障害者手帳をお持ちの方と介護の方１名は無料 

 

美術館へのアクセス 

◆ 小田急線鶴巻温泉駅より 
徒歩2分 

◆ 駐車場 弘法の里湯と共用 
40台 
１時間150円、以降30分 
ごとに 100円 

 
《隣接》 公営日帰り温泉            TEL0463-69-2641 

9月の休館日 ： 5日（月） 12日（月） 20日（火） 26日（月） 

 

8 月 30 日(火)～9 月 4 日(日) 
10:00～17:00  初日 13:00 から 最終日 15:00 まで 

 

9 月 13 日(火)～9 月 18 日(日) 
10:00～17:00  初日 13:00 から 最終日 15:00 まで 

7 年間に 2000 回以上、毎朝富士山の変化、又、まわりの 
景色などを撮りためた作品です。 
 

 

写真を愛し、生きがいとする仲間たちが、皆様の心に残る 

作品を揃えましたので、ぜひご覧ください。 

宮永岳彦 彩 と響  
2016 年 8 月 10 日(水) － 2017 年 3 月 12 日(日) 

 

ガラス絵アート体験 ワ 
ク ク 
ワ 探検 Vol.2 2  

9 月 21 日(水)～9 月 25 日(日) 
10:00～17:00  初日 12:00 から 最終日 16:00 まで 

松風会 門下生展 

本山俊雄 パリの街角風景・水彩画展 

9 月 27 日(火)～10 月 2日(日) 
10:00～17:00  初日 13:00 から 最終日 16:00 まで 

植物を学術的に正確に描く中に生命感や繊細なアート性を 

込めたボタルニカルアートの世界をお楽しみください。 

第10回 木の葉会 ボタルニカルアート展    

本展では、戦後の歌謡界を代表する

美空ひばりの｢美空ひばり大全集｣

を 7 枚展示しています。ひばり自身

の強い要望によって宮永に制作依頼

されました。 

 

２０１６    月 9 

今月の 
レコード 

心引かれたパリのセーヌ川や街並みなど、パリならではの 

風景を、現地スケッチや水彩画をまとめ展示します。 

弘法の里湯 

 

子ども達が、創造性を養い、芸術文化

への理解を深めることを目的に、夏休

み恒例の創作講座『美術館ワクワク探

検』が、7月30日(土)に行われました。

第22回目の今回は、ガラス板に絵の

具で、左右が反対になることを考えな

がら絵を描く“ガラスアート”を制作

しました。 独特の透明感と自由な色合いが楽し

い、カラフルな作品が出来上がり、 

「一つのアート作品を完成させた 

実感があって楽しかった。」 

「秦野美術協会の先生たちが、絵自体

の描き方も、優しく丁寧に教えてくれ

て勉強になった」と、参加した子ども

たちは、とても満足気でした。 


